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2021 年 1 月 27 日 

報道関係各位 

株式会社アットマークテクノ 
 

 

省電力に特化! 最大 2W の電力で間欠動作する IoT ゲートウェイを開発 

～ 電力自給型 IoT システムを低コストに実現可能 ～ 

 

株式会社アットマークテクノ（本社：札幌市、代表取締役：實吉 智裕、以下アットマークテクノ）

は、省電力に特化し、最大 2W の消費電力で間欠動作する「Armadillo-IoT ゲートウェイ A6(以下、

本製品)」を開発しました。山間部や河川敷など電源環境が難しい場所でも、小型で安価な太陽光パ

ネルや蓄電池と組み合わせられるので、低コストに電力自給型の IoT システムを実現可能です。 

 

2014 年に発表された「Armadillo-IoT ゲートウェイ」シ

リーズは、時代とともに進化を遂げてきました。昨今、AI

や機械学習への期待を背景に、ゲートウェイ内での高度な

データ処理を行うエッジコンピューティングが注目を浴び、

ゲートウェイの高性能化を推し進めてまいりました。一方

で、高い処理能力を必要としないまでも、山間部や河川敷な

ど電源環境の難しい場所でもセンサーデータを取得したいと

いう需要も高まっています。一般的に IoT ゲートウェイは

様々なセンサーからデータを集めるという役割から、常時稼

働を想定としており、省電力運用に特化した製品はほとんどあ

りません。 

本製品は NXP セミコンダクターズ製アプリケーションプロ

セッサ「i.MX6ULL」とタレス DIS 製 LTE-M モジュール

「EMS31-J」の省電力性の高い部品を採用するなど、ハード

ウェア構成から見直しつつ、搭載するソフトウェアの最適化

や複数の動作モードを用意することで、省電力な IoT ゲート

ウェイを実現しました。 

 

(1) 多彩な省電力モードと高速な動作状態への遷移、間欠動作の実現 

本製品は複数の動作モードを持っています。シャットダウン状態(1mW)、通常のスリープ状態(100mW)、SMS

メッセージ待ち受け状態(230mW)を選んで省電力モードに入ることができます。省電力モードからは各種の起

床トリガーによりアクティブ状態(850mW)に遷移されます。最も省電力なシャットダウン状態からは 10 秒未

満、スリープ状態からは 1 秒未満でアクティブ状態へ高速に遷移し、LTE 通信が可能になります。最も LTE の

電波状態が悪く、最大負荷の処理状態でも、最大 2W 以下の消費電力で動作し、省電力モードとアクティブ状

態を容易に遷移させることによって間欠動作を実現しています。 

 

(2) Linux をプリインストールし、柔軟なハードウェア拡張が可能 

Linux(Debian 10 “Buster”)をプリインストールしているため、Linux のソフトウェア資産を活用しやすく、

Python や JavaScript 等の環境でデータ処理を行うことができます。また、USB 接続によって Wi-SUN や

EnOcean などの無線規格にも容易に対応する他、組み込み機器の装置内でよく使われる UART/GPIO/I2C/SPI

等の汎用インターフェースを有しているため、センサーや外部機器を柔軟に拡張することができます。 

Armadillo-IoT ゲートウェイ A6 

U1 モデル 

 

Armadillo-IoT ゲートウェイ A6 

C1 モデル 
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(3) ゼロトラスト・セキュリティ時代に向けて、セキュアエレメントを搭載 

本製品には NXP セミコンダクターズ製のセキュアエレメント「SE050」を標準搭載しました。国際電気標準会

議(IEC)が策定する産業制御システムのセキュリティ要件「IEC62443-4-2」において、IoT 機器に対してなりす

ましが困難な認証情報によるデバイスの認証と、耐タンパ領域（ハードウェアセキュアエレメント）への認証

情報の格納と運用が求められており、セキュアエレメントを搭載することが欠かせない要件となっています。 

 

本製品は、屋内設置向けの省電力ゲートウェイとして最適な C1 モデルと、自由なハードウェア拡張

に向いた U1 モデルの 2 つの形態があります。いずれも AC アダプタや開発に必要な各種ケーブル等

がセットになった開発セットが 29,800 円(税別)で用意され、2021 年 3 月末までに出荷開始予定で

す。2021 年 1 月 27 日からインテックス大阪で開催される Japan IT Week 関西 IoT&5G ソリュー

ション展のアットマークテクノブース(小間番号：9-62)にて展示されます。 

 

 

株式会社アットマークテクノおよび「Armadillo」について 

株式会社アットマークテクノは、組み込み機器向けの省電力 CPU ボードとその関連技術を自社独自ブランド

「Armadillo（アルマジロ）」として展開しています。「Armadillo」は 2001 年に初代機を開発して以来、デー

タロガーや通信機器、産業機器の操作盤やインフォメーション端末など、さまざまな組み込み機器のプラット

フォームとしてご採用いただいています。2014 年には「Armadillo-IoT ゲートウェイ」シリーズを開発、以降

IoT 時代にマッチする製品開発を推進し、2020 年にはシリーズ累計で 50 万台超の出荷を達成しました。 

 

・株式会社アットマークテクノの詳細情報 https://www.atmark-techno.com 

・Armadillo の詳細情報 https://armadillo.atmark-techno.com 
 

本件に関するお問い合わせ 

報道関係のお問い合わせ： 

株式会社アットマークテクノ 企画室（担当：中村） 

TEL: 011-299-1501 E-mail: info@atmark-techno.com  
 

購入に関するお問い合わせ： 

株式会社アットマークテクノ 営業部 TEL: 03-5904-8031 

問い合わせフォーム: https://www.atmark-techno.com/contact/form_sales 
 
 
*「Armadillo」は株式会社アットマークテクノの登録商標です。その他本リリースに記載の会社名および商品名は、各社・各団体の商標または登録商標です。TM、®

マークは記載していない場合があります。 


